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何がわかる？何がわかる？何がわかる？

すべての動物は さまざまな種類の細胞すべての動物は、さまざまな種類の細胞す ての動物は、さまざまな種類の細胞
からなる多細胞生物であり 大昔に単細胞からなる多細胞生物であり、大昔に単細胞からなる多細胞生物であり、大昔に単細胞
の生物から進化したと考えられていますの生物から進化したと考えられています。の生物から進化したと考えられています。
私たちは 単細胞生物と動物のゲノム(DNA私たちは、単細胞生物と動物のゲノム(DNA私たちは、単細胞生物と動物のゲノム(DNA
に記録された遺伝情報全体) を比べることに記録された遺伝情報全体) を比べることに記録された遺伝情報全体) を比 ること
で どのようにして動物が多細胞にな たで、どのようにして動物が多細胞になったで、どのようにして動物が多細胞になった
かを知ろうとしていますかを知ろうとしています。かを知ろうとしています。
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● G+C含量 約58 5% み合わせ すなわ● G+C含量、約58.5% み合わせ、すなわ

物とは大きく異な物とは大きく異な
胞性に大きく関わ胞性に大きく関わ
ないこともわかりないこともわかり
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38個のカドヘリン様リピート配列とタンパク質脱リン酸化酵素ドメインをもつ38個のカドヘリン様リピ ト配列とタンパク質脱リン酸化酵素ドメインをもつ。
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どんな研究？どんな研究？どんな研究？

動物に最も近縁な いわば親戚とも言える単細動物に最も近縁な、いわば親戚とも言える単細
胞生物・立襟鞭毛虫のゲノムを 複数の動物ゲノ胞生物・立襟鞭毛虫のゲノムを、複数の動物ゲノ
ムと比較しています この比較は 生物の形が大ムと比較しています。この比較は、生物の形が大
きく変化する時には どのようなゲノムの変化がきく変化する時には、どのようなゲノムの変化が
起こるかという 進化的に重要な問題に答えを出起こるかという、進化的に重要な問題に答えを出
すだけでなく 「細胞分化の制御」という実用的すだけでなく、「細胞分化の制御」という実用的す 、 細 分 制御」 う実用
な研究に手がかりを与えるかもしれませんな研究に手がかりを与えるかもしれません。な研究 手 りを与 る も れま 。

何って何？って何？何

最近 「立襟鞭毛虫」という生物が動物に最も近縁である最近、「立襟鞭毛虫」という生物が動物に最も近縁である
ことがわかってきました。この生物は 鞭毛をもった単細胞ことがわかってきました。この生物は、鞭毛をもった単細胞
の原生生物で 立てた襟に見える構造をも ています（写真の矢の原生生物で、立てた襟に見える構造をもっています（写真の矢原 物 、 襟 見 構 を す（写真 矢

印） 私たちは 立襟鞭毛虫の 種 モノシガ オバ タのゲ印）。私たちは、立襟鞭毛虫の一種、モノシガ・オバータのゲ
ノムを決めて動物と比較することにしました また 動物のノムを決めて動物と比較することにしました。また、動物の
複雑なからだを作るには いろいろな種類の細胞を作る と複雑なからだを作るには、いろいろな種類の細胞を作ること複雑な らだを作る は、 ろ ろな種類の細胞を作る
（細胞の分化）が必要となります この比較で 細胞が分化（細胞の分化）が必要となります。この比較で、細胞が分化
する能力についての情報を得ることができるかもしれませんする能力についての情報を得ることができるかもしれません。

でわか てきたことでわかってきたことでわかってきたこと

ータの最大の特徴は、動物にしかないと考えられていた多細胞タの最大の特徴は、動物にしかないと考えられていた多細胞
ク質の「ドメイン」を多くもつことです ドメインとはタンパク質の「ドメイン」を多くもつことです。ドメインとはタンパ
品のようなもので それぞれ特有の機能をもっています 解析品のようなもので、それぞれ特有の機能をもっています。解析
胞の接着に関係するカドヘリンドメインや、細胞分化に重要な胞の接着に関係するカドヘリンドメインや、細胞分化に重要な
ドメインなどが大量に見つかりました しかし ドメインの組ドメインなどが大量に見つかりました。しかし、ドメインの組
ちタンパク質自体は動物と異なるものが多いので これらは動ちタンパク質自体は動物と異なるものが多いので、これらは動
る役割を果たしているのかもしれません。一方で、これも多細る役割を果たしているのかもしれません。 方で、これも多細
る転写因子（ RNA合成の調節因子）などは 動物ほど豊富ではる転写因子（mRNA合成の調節因子）などは、動物ほど豊富では
ました この違いが単細胞性と多細胞性の違いを生み出していました。この違いが単細胞性と多細胞性の違いを生み出してい
討中です。討中です。

開開開

モノシガ・オバ タとゲノムを比較する多細胞動物としてモノシガ・オバータとゲノムを比較する多細胞動物として、
最も原始的な形態であるカイメンが重要なのですが そのゲ最も原始的な形態であるカイメンが重要なのですが、そのゲ
ノムはまだ決定されていません また ミ ステリアというノムはまだ決定されていません。また、ミニステリアというま 決定され ま 。ま 、 テリア う
原生生物も動物にかなり近縁な可能性が指摘されています原生生物も動物にかなり近縁な可能性が指摘されています。
現在 私たちはこれらの生物を培養中であり そのゲノム配現在、私たちはこれらの生物を培養中であり、そのゲノム配
列の決定を検討しているところです 最近 米国の研究グル列の決定を検討しているところです。最近、米国の研究グルー
プがモノシガ・オバータとはかなり遠縁な立襟鞭毛虫ドラフトゲノムプがモノシガ・オバータとはかなり遠縁な立襟鞭毛虫ドラフトゲノム
を発表しましたが、この配列解析も現在行っています。を発表しましたが、この配列解析も現在行っています。

８０１９）の成果に基づいています。また、以下の方に協力いただいております。８０１９）の成果に基づいています。また、以下の方に協力いただいております。
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